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　当技術センターでは、利用者の皆さまを対象に、利用目的や満足度、ご要望などについて伺う「利用者窓口アンケート」を実施いた
しました。集計結果の概要をお知らせします。

調査対象
　令和5年11月13日から令和6年1月19日の間に「技術相談・
依頼試験・機器貸付」のいずれかを利用された方

回答数　99件

調査結果（概要）
　回答者の所属事業所を所在地別に見ると、京都市内33社、
京都府内(京都市除く)35社、京都府外32社でした(図１)。業種
別では製造業が81%と最
も多く、サービス業とそ
の他が各6%、卸売業・小
売業が5%と続きました。
また、取扱い品目サービ
スでは、化学･プラスチッ
ク･ゴム製品が最も多く、
続いて鉄鋼･金属製品と
なりました。

今回利用の支援内容と満足度
　支援の内容は、機器貸付の利用が最も多く67%でした。ま
た、技術相談を含む利用は27%でした(図2)。

　支援の満足度につい
ては、手続きの迅速性
92%、接客対応93%、支
援レベル91%、得られた
成果87%でした(図3)。
　職員の対応について
良いと感じられたところ
を尋ねたところ、技術相
談を含まない利用では、
説明の分かりやすさ76%、アドバイスの的確さ36%、専門知識
の深さ29%となりました。技術相談を含む利用では、説明の分
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かりやすさ85%、アドバイスの的確さ54%、専門知識の深さ
42%となりました（図4）。

従業員規模
　回答者の従業員数を
規模別に見ると、20人未
満が12％、20～99人が
21％、100～300人が
28％、301人以上が39％
でした（図5）。幅広い層に
利用いただいていること
がうかがえます。

意見･ご要望
　当センターに強化・充実を求められることを尋ねたところ、機
器利用が45人と最も多く、技術相談29人、依頼試験21人、
セミナー･講習会16人と続きました（図6）。自由記述では、機器
の更新や希望するセミナーなどの要望等がありました。

図1　所属事業所の所在地

令和5年度「利用者窓口アンケート」の実施結果技術
センターから

　アンケートにご協力いただきました皆さま、ありがとうござ
いました。今後の事業展開や業務改善に役立てていきます。

図２　ご利用いただいた支援内容

図3　ご利用の満足度

図４　職員の良いと感じられたところ

図５　従業員規模

図６　強化･充実を求められること
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結晶多形試料の広帯域測定
　真空システムを搭載しているため、これまでより広い波長で
測定できるようになりました（図４）。中赤外～遠赤外領域を測定
することで、結晶構造の異なるCaCO₃の違いが明瞭に識別で
きます。空気中の二酸化炭素の影響も減らすことができます。

微小領域の顕微測定（ATR法）
　赤外顕微鏡を使用し、微小部分の測定が可能になりました。
一度の密着だけでATRによるイメージング測定が行えます。広
域撮影もできるため、測定点の確認がしやすくなります。

微小領域の顕微測定（透過法）
　透過法では光が透過する試料であれば測定できます。粉末
の場合はダイヤモンドセルで圧延することで測定できます。黒
い部分は、綺麗な球状ですが、透過光が少なく、測定に不向き
です（図７）。

装置の概要
　試料に赤外光を照射し、透過または反射した光を測定しま
す。分子の振動や回転の状態を変化させるのに必要なエネル
ギーは、物質の化学構造によって異なるため、物質に吸収され
た赤外光を測定すれば、化学構造や状態に関する情報を得る
ことができます。

装置の仕様
メーカー・型式
日本分光㈱・FT/IR-6XFVST, IRT-7100-16
性　能
最高分解能：0.25cm-1
スペクトル波数：7800-30cm-1
測定法
通常分析：ATR法、透過法、反射法、拡散反射法、高感度反射法
顕微分析：ATR法、透過法、反射法
 

複数のアタッチメント
　固体、粉体、液体と様々な形状の測定ができます。通常分析
のATR法においては、複数のアタッチメントを所有しており（図
2）、試料形状により密着性のよいヘッドを選択します。液体用
の揮発防止カバーは液体試料に被せて使用することで、測定
中の試料蒸発を軽減します。

基盤技術課　化学分析係

　令和5年度JKA機械振興補助事業により「フーリエ変換赤外分光光度計」を導入しました。有機物の測定に広くご利用いただけま
すので、その概要を紹介します。

新規導入機器のご案内　フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）機器紹介

図4　CaCO₃のスペクトル

図1　装置外観

図2　ATR用アタッチメント 図3　ATR

図５（左）　観察画像（図中の□は50μm角）
図６（右）　広域画像（赤枠が図５の範囲）

　試料形状により測定できる手法が異なりますので、ご相談く
ださい。

図７　ポリスチレン系粉末の
観察画像


